
事業者向け行政手続システム整備に向けた調査について

資料２



法人

個人事業主

e-Gov

GEPS

通知

決済

Jグランツ

…法人ベース
レジストリ

1 手続処理
システム

3 利用体験

認証

デ
ー
タ
連
携
基
盤

デジタル庁
が整備

各省庁
が整備

法人情報

共通機能
/ API群

各省庁・
自治体
SNS・
ウェブ

サイト等

※ デジタル庁が整備

署名事業者
モバイル

アプリ(仮)

(認証・署
名・通知

機能)

民間サービス
(情報ポータルサイト、

会計ソフト等)

事業者

事業者ポータル(仮)

2

事業者手続タスクフォース（旧デジタル臨調作業部会で発表）

事業者向けの行政手続システムについて全体整理を進める

共通機能2



各省庁の事業者手続のデジタル化の支援を行うために、まずは現状把握として各省庁の行政手続や補助金
申請の状況を把握するための調査を実施。
その上でデジタル庁で整備している共通機能（GビズID、Jグランツ、e-Gov等）を活用したデジタル化を
各省庁に対してサポートしていくための整備計画を整理し、デジタル庁が各省をサポートしながらデジタ
ル化を進めていく道筋を整理する。

事業者向け行政手続の全体像整理に向けた調査実施ご協力のお願い
（第一回本省庁連絡会議で発表）
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結果の分析
• e-Gov・Jグランツの各省庁
展開

• GビズID認証/署名の各省庁
展開

• 共通機能の各省庁展開
• 将来的なプラットフォーム
整理案

手続の現状 各省庁への
アンケート/調査
※本調査は調査ツール
（CRM）を用いて実施• 各省庁でプラットフォーム

サービスを利用したデジタル
化が進行

• 共通機能が認知されておらず、
各省庁への導入が進んでいな
い。

• 行政手続の類型に応じたプロ
セスの標準化やシステム標準
化が実施されていない。

• 費用対効果が合わない手続に
ついては、依然として紙で行
われている。

1. 各省庁への調査 3. 今後の整備計画の策定２. 調査結果の整理

• 各省庁システムでの認証/署名
機能実施状況の整理

• 各省庁システムでの共通機能
実装状況の整理

• e-Gov電子申請・審査支援
サービスと各省システムの棲
み分け整理

• 各省庁の行政手続類型化と共
通システム化の方向性整理

0.現状の整理 3. 今後の整備計画の策定２. 調査結果の整理
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主な質問内容

補助金
1. 本人確認要件
2. 添付情報要件
3. 処理件数規模
4. 補助金オンライン化検討状況

調査の目的
汎用手続処理システム(e-Gov・Jグランツ)利用や、共通機能(GビズID等)利用によ
る、オンライン化手続数向上、システム新規開発・運用コストの低減、事業者の
利便性向上を目的とする、ニーズの調査

対象者 主要行政機関および関連部署。行政手続・補助金関連の担当者や意思決定者

調査方法 オンライン形式(調査ツール利用)

結果の活用方法 調査結果よりニーズや課題を把握し、今後の共通機能およびシステム提供計画を策定

対象手続 R3行政手続棚卸結果およびその後の横断調査を元にした、民間事業者が手続主体の
行政手続。民間事業者を対象に実施されている補助金事業

行政手続
1. 手続類型
2. 本人確認要件
3. 決済要件
4. 添付情報要件
5. 処理件数規模
6. 手続オンライン化検討状況

事業者向け行政手続の全体像整理に向けた調査概要（案）



2024年1月第2週の実務担当者会合にて、本調査における詳細な流れをご説明。
2024年1月第3週をめどに、各省庁の行政手続や補助金を対象に本調査を開始。
2024年3月第3週をめどに、各省庁の原課の入力を完了（予定）。

事業者向け行政手続の全体像整理に向けた調査のスケジュール（案）
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デジタル庁

各府省庁

1/22
3月

1/8
2月

入力内容を再確認し、
もし誤りがあれば修正

1/1 1/15

2024年

本稼働前準備
(データ最終化/環境最終調整) 調査問合せ対応

1/29
1月

▼開始予定 (1/22週)

2/262/122/5 2/19 3/4 3/253/11 3/18

各府省PMO
との調整

調査回答・回収期間
(～3月第3週まで予定)

4/1

調査ご回答

4月

4月以降
ヒアリング

/サポート実施予定

● 実務担当者会合にて作業周知・依頼(1/15
週)

4/8

各府省PMOへの案内/
意見交換

(調査手法など)




